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会場  盛岡市産学官連携研究センター
コラボMIU (岩手大学理工学部敷地内)

　　　  （〒020-8551 岩手県盛岡市上田4丁目３－５）

会場  盛岡市産学官連携研究センター
コラボMIU (岩手大学理工学部敷地内)

　　　  （〒020-8551 岩手県盛岡市上田4丁目３－５）
1階大会議室：研究シーズ発表
1階エントランスホール：発表後の名刺交換・質疑応答
1階大会議室：研究シーズ発表
1階エントランスホール：発表後の名刺交換・質疑応答

主催者 いわて産学連携推進協議会（リエゾン- I）
【構成機関】
〇研究機関会員：岩手大学、岩手県立大学、岩手医科大学、一関工業高等専門学校、農研機構東北農業研究センター、岩手県工業技術センター、

岩手生物工学研究センター、岩手県農業研究センター、岩手県林業技術センター、岩手県水産技術センター （10機関）
〇金融機関会員：岩手銀行、日本政策投資銀行、北日本銀行（３機関）
共 催　岩手県、（公財）いわて産業振興センター、岩手ネットワークシステム（INS）、岩手農林研究協議会（AFR）、いわて未来づくり機構 
後 援　岩手県中小企業家同友会、盛岡工業クラブ、東北地域農林水産・食品ハイテク研究会、INS いわてコーディネート研究会、
　　　（公財）さんりく基金

主催者 いわて産学連携推進協議会（リエゾン- I）
【構成機関】
〇研究機関会員：岩手大学、岩手県立大学、岩手医科大学、一関工業高等専門学校、農研機構東北農業研究センター、岩手県工業技術センター、

岩手生物工学研究センター、岩手県農業研究センター、岩手県林業技術センター、岩手県水産技術センター （10機関）
〇金融機関会員：岩手銀行、日本政策投資銀行、北日本銀行（３機関）
共 催　岩手県、（公財）いわて産業振興センター、岩手ネットワークシステム（INS）、岩手農林研究協議会（AFR）、いわて未来づくり機構 
後 援　岩手県中小企業家同友会、盛岡工業クラブ、東北地域農林水産・食品ハイテク研究会、INS いわてコーディネート研究会、
　　　（公財）さんりく基金

【参加申込み】
裏面申込書に必要事項をご記入の上、
E-mail又はFAXにて、お申込みください。
（右上のQRコードからもお申込みできます。）

申込み締切 ： 11／7（月）
※会場定員50名、オンライン定員100名ですので、
　お早めにお申込みください。
※会場定員50名、オンライン定員100名ですので、
　お早めにお申込みください。

2022.11.14月

いわて産学連携推進協議会（リエゾン-I ）参加研究機関の研究者が
最新の研究シーズ18件発表

発表後には発表者と参加企業とのマッチングの機会を設けてコーディネートします

県内企業での活用が期待されるもののまだ県内企業等との共同研究や県内企業等への技術移転に至って
いない研究シーズや、県内企業に技術移転済みであるが他分野への展開が期待される研究シーズを中心に

県内研究機関のシーズと企業のニーズを
マッチングさせることにより新事業創出を
図ることを目指しています

【参加費】無 料( 　　  )10：00～17：20 会場定員　 50名
オンライン定員100名

令和４年度

開催
日時

［開催案内］

お問い合わせ先　いわて産学連携推進協議会（リエゾン-Ｉ）事務局
岩手大学研究支援・産学連携センター　担当：今井、鈴木
〒020-8550 岩手県盛岡市上田三丁目18-33
TEL：019-621-6293　FAX：019-621-6892　E-mail : ccrd-ad@iwate-u.ac.jp



リエゾン - IIマッチングフェア～新技術説明会～プログラム 会場 web
〇主催者挨拶（10：00～10：05）　リエゾン-I共同代表　岩手銀行　取締役常務執行役員　新里　真士　氏

〇リエゾン- I の紹介（10:05～10:15）　リエゾン-I共同代表　岩手大学　理事・副学長　水野　雅裕　氏
〇研究シーズの発表（10：15 ～ 17:15）【発表者との名刺交換等のため、各発表の間に５分間の休憩を設けます】 ― ―
【健康長寿分野】 ― ―
１．（10:15～10:30）遠隔指導可能な口腔ケアスキル訓練システム
　　岩手大学理工学部　准教授　佐々木 誠　氏
２．（10:35～10:50）リアリティのある医療シミュレーション教育を実現する教育用デバイス
　　岩手県立大学看護学部　准教授　三浦 奈都子　氏
３．（10:55～11:10）臨床技能教育への活用を目指した抜歯訓練用ドライラボモデルの開発
　　岩手医科大学歯学部　教授　黒瀬 雅之　氏
【次世代自動車分野】 ― ―
４．（11:15～11:30）コールドスプレー法による離型膜の高耐久化に関する研究
　　（地独）岩手県工業技術センター機能材料技術部　主査専門研究員　村松 真希　氏
５．（11:35～11:50）自動運転車における快適入眠と覚醒方法
　　岩手県立大学ソフトウェア情報学部　准教授　山邉 茂之　氏

【昼食　11:50～13:00】 ― ―
【次世代自動車分野】（続き） ― ―
６．（13:00～13:15）仮想信号機によるオンデマンドな交通整理
　　岩手県立大学ソフトウェア情報学部　准教授　新井 義和　氏
【環境・エネルギー分野】 ― ―
７．（13:20～13:35）カーボンニュートラルに貢献する新規バイオマス品種「MB-1」と「MB-2」
　　農研機構東北農業研究センター緩傾斜畑作研究領域　上級研究員　藤森 雅博　氏
８．（13:40～13:55）薄膜型全固体電池の試作
　　（地独）岩手県工業技術センター電子情報システム部　主査専門研究員　阿部 貴志　氏
【農林水産業分野】 ― ―
９．（14:00～14:15）持続的な大豆栽培を可能とする高度耐虫性大豆品種の育成
　　農研機構東北農業研究センター水田輪作研究領域水田作物品種グループ　グループ長補佐　菊池 彰夫　氏
10．（14:20～14:35）IoT機器による麺の簡易乾燥
　　（地独）岩手県工業技術センター食品技術部　主任専門研究員　武山 進一　氏
11．（14:40～14:55）山菜のシドケ・ボウナに含まれる美白成分
　　（公財）岩手生物工学研究センター生物資源研究部　主任研究員　上杉 祥太　氏
12．（15:00～15:15）低コストRTK-GNSSシステムの農業分野への応用
　　岩手県農業研究センター生産基盤研究部　上席専門研究員　山口 貴之　氏
13．（15:20～15:35）画像分析技術を用いた三陸水産物の品質管理と高付加価値化の検討
　　岩手大学農学部　准教授　袁 春紅　氏
【その他分野】 ― ―
14．（15:40～15:55）抗菌、抗ウィルス、抗酸化能を有する高分子ゲルの開発
　　岩手大学理工学部　准教授　芝﨑 祐二　氏
15．（16:00～16:15）放電プラズマと静電気の新規応用技術の開拓
　　岩手大学理工学部　准教授　髙橋 克幸　氏
16．（16:20～16:35）悪意ある攻撃者に対し頑強なアイテム推薦システム
　　岩手県立大学ソフトウェア情報学部　准教授　鈴木 郁美　氏
17．（16:40～16:55）高出力半導体レーザによる溶接、肉盛加工
　　（地独）岩手県工業技術センター素形材プロセス技術部　上席専門研究員　園田 哲也　氏
18．（17:00～17:15）デザイン経営導入に向けた“デザイン”の活用
　　（地独）岩手県工業技術センター産業デザイン部　上席専門研究員　髙橋 正明　氏
〇閉会（17:15～17:20）　リエゾン-I事務局　岩手大学研究支援・産学連携センター副センター長　今井 潤　氏

●参加申込書　いわて産学連携推進協議会（リエゾン− I ）宛
上記プログラムの中から参加希望の申込欄に〇印をつけ、参加者の所属・職・氏名・連絡先を記載して E-mail 又は FAXで送ってください。
申込締切　11 月 7 日（会場定員 50名ですので早めにお申込みください）

所属名 職 名

氏　名 電 話 E-mail

送信先　E-mail：ccrd-ad@iwate-u.ac.jp　　　　FAX：019-621-6892

【申込○印】



１．10:15～10:30　遠隔指導可能な口腔ケアスキル訓練
システム

岩手大学理工学部　准教授　佐々木　誠　氏
【①新技術の概要】高齢障害者・要介護者に対する口腔ケアのた
めの介護者の歯磨き動作訓練に関する技術であり、ブラッシング
箇所を指定するだけで、最適なブラッシング動作を自動生成する
ことができる。また、VR ／ARシミュレータ上に理想的な動作を
再現することで、スキル獲得を支援することができる。さらに、遠
隔指導にも対応しており、互いの手技や力の入れ方を任意視点で
確認しあうことができる。
【②想定業種】医療機器メーカー
【③想定用途】医療機関の研修

２．10:35～10:50　リアリティのある医療シミュレー
ション教育を実現する教育用デバイス

岩手県立大学看護学部
准教授　三浦　奈都子　氏

【①新技術の概要】医療現場で実際に使われている機器と同程
度のサイズの教育用デバイスに設定範囲の数字 (シチュエーショ
ンに合わせて変更可能 )がランダムに表示される体温計、血圧計、
パルスオキシメーターの試作機を開発した。
【②想定業種】シミュレーション教育機器メーカー
【③想定用途】医療従事者、学生のシミュレーション教育

３．10:55～11:10　臨床技能教育への活用を目指した抜
歯訓練用ドライラボモデルの開発

　　　岩手医科大学歯学部　教授　黒瀬　雅之　氏
【①新技術の概要】社会情勢の変化から臨床技能教育は変革の時
を迎えている。観血的処置である抜歯技能の早期取得を実現する
ため、今までにない力のリアリティに拘ったドライラボモデルの開
発を行った。
【②想定業種】学校教育、職業・教育支援
【③想定用途】歯学部学生や臨床研修医を対象に、抜歯技能の
早期習得を目指す。抜歯対象となる部位別の模型を安価で展開
し、「ながら」学習でも手指に感覚を植え付ける。

４．11:15～11:30　コールドスプレー法による離型膜の
高耐久化に関する研究
（地独）岩手県工業技術センター機能材料技術部

主査専門研究員　村松　真希　氏
【①新技術の概要】プラスチック成形用金型への離型膜形成によ
り、成形品の離型性を改善することができる。我々は、表面改
質したフッ素樹脂粉末を基材に高速で衝突させて付着・積層させ
るコールドスプレー法で膜形成する『KFコート®』を実用化した。
さらに連続成形時の離型可能回数向上のため、基材前処理とCS
法で成膜した離型膜の熱処理工程を改良し、離型膜の耐久性を
３倍とした。
【②想定業種】プラスチック製品製造業、金型製造業
【③想定用途】離型膜形成

５．11:35～11:５0　自動運転車における快適入眠と覚醒
方法

岩手県立大学ソフトウェア情報学部
准教授　山邉　茂之　氏

【①新技術の概要】自動運転を動揺装置付ドライビングシミュ
レータで再現し、自動運転中に起こるドライバの睡眠に対して
エアコンを活用した “ 快適覚醒 ” 方法を確立。併せて自動運転
車に乗車後、短期間で意図的に眠気を催す “ 快適睡眠 ” も実現。
来る自動運転車に必要な安全機能と快適性の要件を実現させて
いく。
【②想定業種】自動車メーカー、自動車部品サプライヤー、睡眠
関連事業
【③想定用途】自動車安全システム、睡眠改善

【昼食 11:50 ～ 13:00】

６．1３:００～1３:１５　仮想信号機によるオンデマンドな交
通整理

岩手県立大学ソフトウェア情報学部
准教授　新井　義和　氏

【①新技術の概要】降雪地域において、路面の積雪や凍結による
スタックなどの突発的なトラブルは日常茶飯事である。これに対し
て、従来の発光信号によらず無線通信で接近車両への注意情報
および待機車両への赤／青の信号情報を伝送することにより、い
つでもどこでも交通整理を可能とする仮想信号機を開発した。特
に自動運転車両に好適である。

【②想定業種】自動車製造業
【③想定用途】トラブル発生時の交通整理

７．1３:２０～1３:３５　カーボンニュートラルに貢献する新
規バイオマス品種「MB -1」と「MB - 2」

農研機構東北農業研究センター緩傾斜畑作研究領域
上級研究員　藤森　雅博　氏

【①新技術の概要】カーボンニュートラルに貢献するために、海外
でバイオマス植物として既に利用されているオギススキ（ジャイア
ントミスカンサス）について、株の広がりが速くて草地造成をより
簡単にできる新品種「MB-1」と「MB-2」を開発した。

【②想定業種】発電所、バイオマス産業、畜産業など
【③想定用途】バイオマス燃料、耕地の省力管理植物、堆肥製造
の副資材、家畜の敷料、きのこ菌床利用など

８．1３:４０～1３:５５　薄膜型全固体電池の試作
（地独）岩手県工業技術センター電子情報システム部

主査専門研究員　阿部　貴志　氏
【①新技術の概要】スパッタ装置による薄膜形成技術を活用した
マイクロ二次電池の開発を目指し、厚さ約１µmの薄膜型全固体
リチウムイオン二次電池を試作した。その電池は、電池容量約7.5
～10µAh/cm2、充放電効率約 98%、4,000 サイクルを達成し
た。また、実際にデジタル時計を2 時間駆動することも確認した。

【②想定業種】小電力機器製造業
【③想定用途】IoT 機器やウェアラブル端末等への搭載

９．1４:００～1４:１５　持続的な大豆栽培を可能とする高度
耐虫性大豆品種の育成

農研機構東北農業研究センター水田輪作研究領域
水田作物品種グループ

グループ長補佐　菊池　彰夫　氏
【①新技術の概要】長年大豆を同一圃場に作付けしていると、連
作による著しい病虫害発生や収量低下に見舞われやすくなる。こ
こでは、東北地域で顕在化しつつあるダイズシストセンチュウによ
る被害を克服するため、その高度な耐虫性品種を育成した。これ
を適正な輪作体系に取り入れることによって持続的な大豆栽培
が可能となる。

【②想定業種】大豆生産者、大豆食品加工業者
【③想定用途】大豆栽培、大豆食品加工

10．1４:２０～1４:３５　IoT機器による麺の簡易乾燥
（地独）岩手県工業技術センター食品技術部

主任専門研究員　武山　進一　氏
【①新技術の概要】乾麺製造には通常、調湿機能を有する乾燥設
備が必要であるが、本研究では一般の家電製品を用いて簡易に麺
を乾燥する方法を検討した。乾燥の制御には安価なシングルボー
ドコンピュータ（Raspberry Pi4）を用い、麺の簡易乾燥法を確
立した。

【②想定業種】食品製造業
【③想定用途】麺類をはじめとする食品の常温乾燥

研究シーズ発表プログラム
【発表者との名刺交換等のため、各発表の間に５分間の休憩を設けます】
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〇研究機関会員：岩手大学、岩手県立大学、岩手医科大学、一関工業高等専門学校、農研機構東北農業研究センター、岩手県工業技術センター、

岩手生物工学研究センター、岩手県農業研究センター、岩手県林業技術センター、岩手県水産技術センター （10機関）
〇金融機関会員：岩手銀行、日本政策投資銀行、北日本銀行（３機関）
共 催　岩手県、（公財）いわて産業振興センター、岩手ネットワークシステム（INS）、岩手農林研究協議会（AFR）、いわて未来づくり機構 
後 援　岩手県中小企業家同友会、盛岡工業クラブ、東北地域農林水産・食品ハイテク研究会、INS いわてコーディネート研究会、
　　　（公財）さんりく基金

主催者 いわて産学連携推進協議会（リエゾン- I）
【構成機関】
〇研究機関会員：岩手大学、岩手県立大学、岩手医科大学、一関工業高等専門学校、農研機構東北農業研究センター、岩手県工業技術センター、

岩手生物工学研究センター、岩手県農業研究センター、岩手県林業技術センター、岩手県水産技術センター （10機関）
〇金融機関会員：岩手銀行、日本政策投資銀行、北日本銀行（３機関）
共 催　岩手県、（公財）いわて産業振興センター、岩手ネットワークシステム（INS）、岩手農林研究協議会（AFR）、いわて未来づくり機構 
後 援　岩手県中小企業家同友会、盛岡工業クラブ、東北地域農林水産・食品ハイテク研究会、INS いわてコーディネート研究会、
　　　（公財）さんりく基金

【参加申込み】
裏面申込書に必要事項をご記入の上、
E-mail又はFAXにて、お申込みください。
（右上のQRコードからもお申込みできます。）

申込み締切 ： 11／7（月）
※会場定員50名、オンライン定員100名ですので、
　お早めにお申込みください。
※会場定員50名、オンライン定員100名ですので、
　お早めにお申込みください。

2022.11.14月

いわて産学連携推進協議会（リエゾン-I ）参加研究機関の研究者が
最新の研究シーズ18件発表

発表後には発表者と参加企業とのマッチングの機会を設けてコーディネートします

県内企業での活用が期待されるもののまだ県内企業等との共同研究や県内企業等への技術移転に至って
いない研究シーズや、県内企業に技術移転済みであるが他分野への展開が期待される研究シーズを中心に

県内研究機関のシーズと企業のニーズを
マッチングさせることにより新事業創出を
図ることを目指しています

【参加費】無 料( 　　  )10：00～17：20 会場定員　 50名
オンライン定員100名

令和４年度

開催
日時

［開催案内］

お問い合わせ先　いわて産学連携推進協議会（リエゾン-Ｉ）事務局
岩手大学研究支援・産学連携センター　担当：今井、鈴木
〒020-8550 岩手県盛岡市上田三丁目18-33
TEL：019-621-6293　FAX：019-621-6892　E-mail : ccrd-ad@iwate-u.ac.jp

11．1４:4０ ～ 1４:5５　山菜のシドケ・ボウナに含まれる美
白成分
（公財）岩手生物工学研究センター生物資源研究部

主任研究員　上杉　祥太　氏
【①新技術の概要】近年、山菜の機能性が注目されている。我々
は、岩手県の代表的な山菜であるシドケとボウナの高付加価値化・
用途拡大を目指し、機能性を探索した。その結果、メラニン産生
抑制成分を見出し、最適な抽出法を明らかにした。本成果は、山
菜を原料とした美白素材の開発に繋がると期待される。
【②想定業種】機能性素材メーカー、化粧品メーカー
【③想定用途】美白効果を持つスキンケア製品の開発

1２．1５:００ ～ 1５:１５　低コスト RTK-GNSS システムの農業
分野への応用

岩手県農業研究センター生産基盤研究部
上席専門研究員　山口　貴之　氏

【①新技術の概要】高精度な測位が可能なRTK-GNSSは、農機
の自動操舵等で活用されているが高コストである。そこで、安価
なデバイスを活用し、農業分野で応用可能なRTK-GNSSシステ
ムを構築した。
【②想定業種】農業
【③想定用途】高精度 GNSSの利用が促進され、生産性向上や
作業労力軽減が実現される。将来的には、県内公的機関等との
連携により、自由に利用できるRTK-GNSS 網の実現を目指す。

1３．1５:２０ ～ 1５:３５　画像分析技術を用いた三陸水産物の
品質管理と高付加価値化の検討

岩手大学農学部　准教授　袁　春紅　氏
【①新技術の概要】画像分析技術を用いた三陸水産物の等級規格
策定と高付加価値化に向けて、それぞれ水産物の特徴について物
理的特性、光学特性、生化学的指標などを科学的に評価するとと
もに、それらの結果を関連付けて、画像分析による深層学習を利
用し、実時間で正確に水産物の品質等級を判定する技術を実現す
るものである。
【②想定業種】水産業
【③想定用途】 水産物の品質評価及び農林水産物の高付加価値化

1４．1５:４０ ～ 1５:５５　抗菌、抗ウィルス、抗酸化能を有す
る高分子ゲルの開発

　　　岩手大学理工学部　准教授　芝﨑　祐二　氏
【①新技術の概要】安心・安全・快適な社会を目指し、毒性の低
い新規な高分子ゲルの開発をおこなった。このゲルは、プラスチッ
ク、紙、ガラス、金属、セラミックなど様々な材料表面に吸着し、
表面に機能性（抗酸化、抗菌、抗ウィルス性）を付与することが
でき、多用途への展開が期待できる。
【②想定業種】容器メーカー、ハウスメーカー、表面加工メーカー
など
【③想定用途】容器表面の抗酸化、抗菌、抗ウィルス性の付与

1５．1６:００ ～ 1６:１５　放電プラズマと静電気の新規応用技
術の開拓

岩手大学理工学部　准教授　髙橋　克幸　氏
【①新技術の概要】小型電源によって生成する放電プラズマを利
用した種々の有機物を分解することで気体・水の浄化を可能とす
ることや、静電気力を用いたエアロゾル除去、非加熱による分子
制御を可能とする。
【②想定業種】農業・食品加工・畜産・室内環境・廃水
【③想定用途】気体・水の浄化、エアロゾル ( 飛沫など )の除去、
タンパク質・酵素の非加熱制御、野菜の乾燥速度の向上

1６．1６:２０ ～ 1６:３５　悪意ある攻撃者に対し頑強なアイテ
ム推薦システム　

岩手県立大学ソフトウェア情報学部
准教授　鈴木　郁美　氏

【①新技術の概要】顧客の評判に基づいて、商品を推薦するシステ
ムは、攻撃により悪用されることが知られている。そのような攻撃
から頑健なシステムを実現する数理システムの開発研究を行った。

【②想定業種】情報検索、推薦システム
【③想定用途】顧客のデータ解析、商品推薦、カスタマイズした
情報提供

1７．1６:４０ ～ 1６:５５　高出力半導体レーザによる溶接、肉
盛加工
（地独）岩手県工業技術センター素形材プロセス技術部

上席専門研究員　園田　哲也　氏
【①新技術の概要】レーザ加工装置は、価格の低下とビーム品質
の向上などが進んでいる。我々は高出力半導体レーザ（最大出力
6,000W）を用いた溶接、肉盛加工に関する研究開発を行ってい
る。レーザ溶接は、金属積層造形体の組み立て溶接技術を、肉
盛加工は、ステライトや超硬などについて検討を行っており、それ
らの事例について紹介する。

【②想定業種】金属製品製造業
【③想定用途】自動車部品、機械部品、船舶部品、建築部材等

1８．1７:００ ～ 1７:１５　デザイン経営導入に向けた “ デザイ
ン ” の活用
（地独）岩手県工業技術センター産業デザイン部

上席専門研究員　髙橋　正明　氏
【①新技術の概要】　経済産業省・特許庁が公表した「デザイン経
営」宣言では、企業が経営に “デザイン ”を導入することにより、
産業競争力が向上するとされている。本研究では、岩手県内企業
が “デザイン ”を活用して競争力を強化していくため、当センター
デザインラボによる企業支援の実証を行っている。

【②想定業種】工業製品製造業、工芸品製造業、飲食料品製造
業等

【③想定用途】企業課題解決、ブランド構築、新商品開発
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● 会場（コラボ MIU）　案内地図

　当日はマスクの着用と手洗い等
の対策をお願いします。また、当
日、発熱等の症状がみられる場合
は参加をご遠慮ください。
　なお、コロナウイルス感染症の
状況によっては変更や中止する場
合があります。


